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島門小学校秋季大運動会
10月６日

　町内では３つの小学校で秋季大運動会が開催さ
れ、島門小学校のグランドにも朝からたくさんの保
護者の方が来場されていました。
　赤組・青組・黄組、それぞれの代表の児童が選手
宣誓を行うと、青空いっぱいに元気な声が響き渡
り、運動会が始まりました。
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　９月定例会は、９月４日から20日まで17

日間開催されました。

　議案は、平成30年度一般会計と９つの特

別会計の決算、条例の制定、条例の改正、令

和元年度一般会計と特別会計の補正予算な

ど、22件が上程され、慎重審議を行いました。

定例会９月

監査委員要望事項
　本年度の普通会計の決算状況をみる
と、実質単年度収支は２億４８２５万円
の赤字であり、実質収支比率は 3.8％と
なっている。経常収支比率は 93.6％と
前年度比 0.3 ポイント低下、実質公債
費比率は 7.0％となっている。決算額の歳
入は前年度比 5.4％減、歳出は前年度比
4.7％減となっており、決算規模は平成
２９年度に引き続き縮小している。
　このように厳しい財政状況の中、今後
予定されている、遠賀川駅北周辺事業等
に係る経費が必要とされることも見込ま
れることから、町税や分担金および負担
金等の自主財源のさらなる収納率向上に
努めるとともに、効率的・効果的な行政
サービスを提供できるよう、継続的な事
務事業の見直しなど将来を見据えた行財
政改革にも取り組まれるよう要望するも
のである。

活 用 を！活 用 を！

町税の税目別収入状況

一般会計 歳 入　　（万円未満四捨五入）

（万円未満四捨五入）

歳入総額
７4億3474万円

固定資産税
9 億 3457 万円

たばこ税
1 億 3138 万円

軽自動車税
5654 万円

町民税
9 億 3428 万円

平成 30 年度  20 億 5677 万円

依存財源　56.1％
（内訳）
国・県支出金　 22.2％　 地方交付税　 20.1％
町債（借入金）　　7.3％　 地方消費税交付金　　4.4％
そ の 他　　2.1％

自主財源　43.9％
（内訳）
町　　税　 27.7％　 繰 入 金　　6.3％
分担金・負担金　　4.5％　 繰 越 金　　2.9％
諸 収 入　　1.2％　 そ の 他　　1.3％

会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額
一 般 会 計 ７４億３４７４万円 ７２億８００６万円 １億５４６８万円

特

別

会

計

国民健康保険事業 ２３億１６６９万円 ２２億７８１１万円 ３８５８万円
住宅新築資金等貸付事業 ９１５万円 ８８５万円 ３０万円
遠賀霊園事業 ５７９１万円 ５２８６万円 ５０５万円
学校給食事業 ２万円 ２万円 ０万円
地域下水道事業 ５０９１万円 ５０２２万円 ６９万円
農業集落排水事業 ９００８万円 ８６８７万円 ３２１万円
公共下水道事業 ６億３３０７万円 ５億９９５９万円 ３３４８万円
土地取得 ５３０万円 ５２５万円 ５万円
後期高齢者医療 ３億４６５４万円 ３億４３１８万円 ３３６万円

 平成30年度　各会計歳入歳出決算一覧 （万円未満四捨五入）

差引残額歳　出歳　入会　計　名
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効 果 的 な 財 源 の効 果 的 な 財 源 の

※町財政状況の詳細は、遠賀町ホームページ（http://www.town.onga.lg.jp/）を
　ご覧ください。

民生費

２６億４８５７万円

総務費

９億２７１３万円

土木費
　　

９億４９７２万円

教育費

１０億４４９５万円

公債費
（借入金の返済）

５億４９４０万円

衛生費

４億７７９７万円

消防費

２億７８６５万円

その他

　

４億３６７万円

一般会計 歳 出　 （万円未満四捨五入）

（内訳）
農林水産業費　２億１８８０万円
議　 会 　費　　　９８８２万円
商 　工 　費　　　７２８９万円
災 害 復 旧 費　　　１３１６万円

歳出総額
７2億8006万円

民生費
36.4％

総務費
12.7％

土木費
13.0％

教育費
14.4％

消防費
3.8％

その他
5.6％

衛生費
6.6％

公債費
（借入金の返済）
7.5％

　平成 30 年度 決算認定
普通建設事業費の減額で、決算規模は２年連続減少

（一般会計・後期高齢者医療特別会計　　　

　　　　　　　　　　　　　　賛成多数認定）

（その他すべて　　　　　　　全員一致認定）

国・県からの支出金や地方交付税、町債 ( 借入金 )
などの依存財源に分けられますが自主財源の比率は
43.9％と前年度比 2.0 ポイントの増です。
　特別会計では、学校給食事業が平成３０年度より
一般会計で予算化され運営が開始されたことによ
る前年度繰越金 2 万円の処理が行われました。地域
下水道事業の歳出が５０２２万円と、前年度比で４
６４０万円の減額です。減少した主なものは、田園
団地浄化槽撤去・整備事業およびマンホール蓋改築
事業に係る工事請負費です。

　平成３０年度一般会計の決算内容は、歳出総
額７２億８００６万円となり前年度に比べると
５８４６万円の減額 0.8％の低下となっています。
　減少した主なものは、総務費、教育費で、総務費
は退職者数減少による退職手当の減、前年度に整備
した別府広場および今古賀交流広場整備事業費の減
によるものです。教育費は前年度に整備した学童保
育２園の新設事業および図書館空調設備改修事業の
工事請負費等の減によるものです。
　また、町の主な財源は、町税などの自主財源と、
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国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
に
お
い
て
、
健
康
づ
く

り
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

は
、
対
象
事
業
を
よ
り
明
確

に
し
、
さ
ら
な
る
啓
発
に
努

め
ら
れ
た
い
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
に
つ
い
て
は
、
町
内
で

の
起
業
に
向
け
て
、
よ
り
効

果
的
な
募
集
に
努
め
ら
れ
た

い
。

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
に

会
の
加
入
団
体
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
組
織
の
簡

素
化
を
図
る
な
ど
、
会
員
の

負
担
軽
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
内
オ
フ
ィ
ス

が
長
期
空
室
と
な
ら
な
い
よ

う
、
よ
り
効
果
的
な
募
集
に

努
め
ら
れ
た
い
。

つ
い
て
は
、
対
象
児
童
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支

援
員
の
増
加
に
努
め
ら
れ
た

い
。

　

小
中
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
継

続
し
て
点
検
を
行
う
と
と
も

に
、
防
球
ネ
ッ
ト
の
支
柱
等

に
つ
い
て
も
点
検
を
行
う
よ

う
努
め
ら
れ
た
い
。

　

遠
賀
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

　

リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
回
収
ボ

ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
全
地

区
に
設
置
す
る
な
ど
、
増
設

に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
収
入
確
保
の
努
力
が
十
分

に
な
さ
れ
て
い
る
か
」
に
着

目
し
、
具
体
的
に
は
「
町
税

の
徴
収
が
効
果
的
に
な
さ
れ

て
い
る
か
」「
補
助
金
を
予
算

ど
お
り
確
保
で
き
て
い
る
か
」

「
そ
の
他
収
入
確
保
の
努
力

が
十
分
で
あ
っ
た
か
」
を
審

査
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
議
決
さ
れ
た
予
算
が
適
正

か
つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
事
業
効

果
が
上
が
っ
た
か
」
に
着
目

し
、
具
体
的
に
は
「
支
出
が

適
法
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る

か
」「
不
用
額
は
妥
当
で
あ
る

か
」「
予
算
の
流
用
や
予
備
費

の
充
当
は
適
正
か
」「
補
助
金

の
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
か
」

を
審
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
下
記
の
よ
う

な
指
摘
を
し
て
、
全
議
案
を

認
定
し
ま
し
た
。

　

次
の
指
摘
事
項
は
、
町
執

行
部
で
検
討
さ
れ
、
令
和
２

年
３
月
定
例
会
で
報
告
さ
れ

ま
す
。

住
民
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い

計
画
を
策
定
す
る
た
め

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
あ
る
か
ら
、
所
管
の
課

の
判
断
で
対
処
し
て
い
る
。

集
団
健
診
を
来
年
度
か

ら
４
拠
点
に
集
約
す
る

が
、
高
齢
者
の
交
通
手
段
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

時
刻
の
案
内
と
ク
ー
ポ

ン
の
発
行
等
検
討
し
た
い
。

る
が
、
寄
せ
ら
れ
た
も
の
に

対
す
る
取
り
扱
い
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

リサイクル拠点回収ボックス

空きがあるＰＩＰＩＴ内シェアオフィス

安全性が求められる広渡小の防球ネット

役場玄関前設置のご意見箱

舛
添　

博
孝

平
見　

光
司

萩
本　

悦
子

委
員
長

副
委
員
長

仲
摩　

靖
浩

萩
尾　

修
身

田
代　

順
二

平成30年度一般会計と９つの特
別会計の歳入歳出決算について、
各担当課から主要施策の事業実
績を中心に概要聴取を行い、予
算がどのように事務事業に反映
されたかを審査しました。

審査報告審査報告
決算特別委員会決算特別委員会

9月10日〜12日

平成30年度平成30年度

  来年までに検討を！

７項目の指摘
決算特別委員会から

町執行部へ

委
員
長
報
告

決
算
特
別
委
員
会

～
私
た
ち
が
審
査
し
ま
し
た
～

指
摘
１

指
摘
３

指
摘
６

指
摘
７

指
摘
４

指
摘
５

指
摘
２

こ
ん
な
質
疑
も

あ
り
ま
し
た

AA
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（
全
員
一
致
可
決
）

　

第
２
回
目
の
補
正
予
算
は
、
１
８
２
０
万
円
を
増
額
し
、

予
算
規
模
は
73
億
７
４
６
３
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

る
も
の
。

【
主
な
も
の
】

子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利

用
給
付
費

　
　
　
　
　
　

１
１
３
万
円

　

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
が

無
償
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

給
付
費
の
６
カ
月
分
を
計
上

し
た
も
の
。

中
学
校
施
設
整
備
事
業
実
施

設
計
事
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　

４
６
８
万
円

　

遠
賀
中
学
校
第
１
体
育
館
、

遠
賀
南
中
学
校
体
育
館
は
、

災
害
時
の
指
定
避
難
所
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

高
齢
者
等
の
要
配
慮
者
の
利

用
を
考
慮
し
た
、
大
便
器
の

洋
式
化
、
小
便
器
の
更
新
、

多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
等
を
整
備
す

戸
切
川
、
鹿
児
島
本
線
間
の

地
盤
改
良
工
事
請
負
費

　
　
　

１
億
４
０
０
０
万
円

　

戸
切
川
の
南
側
、
鹿
児
島

本
線
間
の
道
路
予
定
地
に
つ

い
て
地
盤
改
良
工
事
を
行
う

も
の
。

戸
切
川
橋
梁
下
部
工
工
事
負

担
金

　
　
　
　
　
　
　

▲
１
億
円

　

戸
切
川
橋
梁
下
部
工
工
事 遠賀中学校第一体育館トイレ

お
で
か
け
ぐ
っ
ぴ
い
は

週
１
回
か
ら
増
や
す
こ

週
１
回
が
限
度
だ
。
増

や
せ
ば
参
加
者
等
を
分

散
さ
せ
る
だ
け
の
こ
と
に
な

る
。
参
加
者
が
分
散
す
れ
ば

職
員
数
も
必
要
に
な
り
、
経

費
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

と
は
で
き
な
い
の
か
。

教
育
委
員
会
委
員

　
　
　

（
全
員
一
致
同
意
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
度

選
任
す
る
も
の
。

　

山
中　

功
吉　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
別
府
）

●
任
期　

　

令
和
元
年
11
月
11
日
か
ら

　

令
和
５
年
11
月
10
日
ま
で

監
査
委
員

　
　
　

（
全
員
一
致
同
意
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
度

選
任
す
る
も
の
。

　

宮
下　

一
博　

さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
上
別
府
）

●
任
期　

　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

　

令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で

学
童
保
育
所
は
来
年
度

か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
運

運
営
の
在
り
方
に
つ
い

て
も
標
準
化
し
、
統
一

し
た
状
況
に
な
る
。

営
す
る
が
、
運
営
方
法
は
平

準
化
さ
れ
た
統
一
し
た
見
解

が
出
て
い
る
の
か
。

18
歳
の
投
票
率
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

本
町
の
18
歳
の
投
票
率

は
、
全
国
平
均
よ
り
高

い
。
18
歳
向
け
啓
発
パ
ン
フ

や
グ
ッ
ズ
を
対
象
者
に
直
接

送
っ
て
い
る
。
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

今
後
の
更
新
予
定
を
尋

ね
る
。バ

ス
１
台
が
、
２
３
０

０
万
円
か
か
る
の
で
、

購
入
す
る
か
は
バ
ス
の
状
況

を
見
な
が
ら
判
断
す
る
。

計
画
と
し
て
は
、
来
年
度
か

ら
３
台
あ
る
バ
ス
を
１
台
ず

つ
更
新
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。

更新予定のあるコミュニティバス

豊
か
な
ふ
る
さ
と
遠
賀

寄
附
金
に
つ
い
て
だ
が
、

返
礼
品
に
つ
い
て
は
、

課
題
と
し
て
ず
っ
と
捉

え
て
い
る
。
町
内
業
者
を
中

心
に
新
た
な
開
拓
も
進
め
て

い
る
。

本
町
で
も
や
れ
そ
う
な
ユ
ニ

民
族
資
料
館
の
展
示
品

を
、
一
般
の
町
民
に
も

民
俗
資
料
に
つ
い
て
は
、

な
か
な
か
頻
繁
に
交
換

は
で
き
な
い
が
、
定
期
的
に

中
の
展
示
品
は
変
え
る
よ
う

に
は
し
て
い
る
。

っ
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

な
目
玉
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

魅力的な展示工夫がほしい資料館

中央公民館表示のおでかけぐっぴい

ー
ク
な
返
礼
品
を
増
や
し
て

は
ど
う
か
。

実
施
予
定
で
あ
っ
た
が
、
県

実
施
の
見
通
し
が
立
た
な
い

た
め
減
額
す
る
も
の
。

A

A

A

A

A

A

一
般
会
計
補
正
予
算

令和元年度

１
８
２
０
万
円 

増  

額

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算

人
事
案
件
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賛否が分かれた議案
（○：賛成　 ▲：反対 　欠：欠席）

議席番号 １２３４５６７８９101112 13

会議名 萩
本
中
野
舛
添
萩
尾
二
村
加
藤
浜
岡
田
代
仲
摩
濵
田
平
見
織
田
仲
野

９月
定例会

平成３０年度遠賀町一般会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○○欠▲○○○○（
議
長
）

平成３０年度遠賀町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○○欠▲○○○○

天皇陛下御即位奉祝賀詞決議案の提出について ○○○▲○○欠○○○○○
 ※ 全員一致の議案は除いています。

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

（
全
員
一
致
可
決
）

　

婚
姻
や
離
婚
な
ど
氏
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
に
、
住
民

票
等
へ
の
記
載
に
つ
い
て
、

氏
名
や
住
所
、
生
年
月
日
等

に
加
え
、
新
た
に
旧
氏
の
記

載
が
で
き
る
、
住
民
基
本
台

帳
施
行
令
の
改
正
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
印
鑑
条
例

施
行
規
則
を
一
部
改
正
す
る

も
の
。

　

施
行
日
は
令
和
元
年
11
月

５
日
。

建
設
従
事
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
の
早
期
救
済
・
解
決
と

被
害
者
救
済
基
金
の
設
立
を

検
討
す
る
こ
と
を
国
に
働
き

か
け
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願
書

　
　
　

（
全
員
一
致
採
択
）

　
　

（
関
係
機
関
に
送
付
）

　

【
請
願
書
の
主
な
内
容
】

　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
安
価
で
熱

や
摩
擦
、
酸
や
ア
ル
カ
リ
に

も
強
く
、
丈
夫
で
変
化
し
に

く
い
と
い
う
特
性
を
持
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
18
年

に
使
用
が
禁
止
さ
れ
る
ま
で
、

長
年
、
建
築
等
に
お
け
る
防

音
材
、
断
熱
材
、
保
湿
剤
を

は
じ
め
多
く
の
建
築
資
材
に

使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
建
設
事
業
に
従
事
し

た
人
に
起
因
す
る
病
気
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
に
さ
ら
さ
れ
て

か
ら
長
い
年
月
を
経
て
発
症

す
る
た
め
、
い
ま
も
な
お
健

康
被
害
が
増
え
続
け
て
い
る

状
況
で
す
。
平
成
18
年
に
は
、

石
綿
健
康
被
害
救
済
法
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
法

律
で
給
付
さ
れ
る
の
は
保
険

外
の
治
療
費
３
割
負
担
と
、

療
養
ま
た
は
死
亡
見
舞
金
２

８
０
万
円
の
み
で
あ
り
、
健

康
や
命
を
失
う
と
い
う
被
害

そ
の
も
の
に
対
す
る
賠
償
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
被
害
者
に

対
し
て
速
や
か
に
、
ま
た
、

負
担
な
く
救
済
す
る
た
め
の

「
被
害
者
救
済
基
金
」
創
設

の
検
討
を
す
る
旨
の
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
を
請
願
し

ま
す
。

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
賀
詞

決
議
案
の
提
出
に
つ
い
て

　
　
　

（
賛
成
多
数
可
決
）

　

本
年
は
４
月
30
日
に
上
皇

陛
下
の
御
譲
位
の
も
と
、
翌

５
月
１
日
に
新
天
皇
陛
下
が

第
一
二
六
代
天
皇
に
御
即
位

な
さ
れ
た
慶
賀
す
べ
き
年
で

す
。

　

天
皇
陛
下
の
御
即
位
を
受

け
行
わ
れ
る
皇
位
継
承
の
中

心
儀
式
と
な
る
「
即
位
礼
正

殿
の
儀
」
が
本
年
10
月
22
日

に
執
り
行
わ
れ
る
次
第
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
遠
賀
町
議

会
と
し
て
、
謹
ん
で
慶
祝
の

賀　　詞

天皇陛下におかれましては
風薫る佳き日に御即位あそばされ
日本国および日本国民統合の象徴として
皇位を継承なされますことは
誠に慶賀に堪えません
世界の平和と我が国の繁栄が一層進展し
令和の世が幾久しく続きますよう
心から祈念申し上げ
ここに遠賀町議会は遠賀町民を代表して
謹んでお祝いを表します

　令和元年九月二十日
福岡県遠賀町議会

意
を
表
す
る
た
め
、
賀
詞
決

議
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化

等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
公

布
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　
　

（
全
員
一
致
可
決
）

　

成
年
被
後
見
人
等
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
不
当
に
差
別

さ
れ
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で

成
年
被
後
見
人
等
を
資
格
、

職
種
、
業
務
等
か
ら
一
律
に

排
除
す
る
規
定
等
を
設
け
て

い
る
各
制
度
に
つ
い
て
、
心

身
の
故
障
等
の
状
況
を
個
別

的
、
実
質
的
に
審
査
し
、
制

度
ご
と
に
必
要
な
能
力
の
有

無
を
判
断
す
る
規
定
へ
と
適

正
化
す
る
と
と
も
に
、
所
要

の
手
続
規
定
を
整
備
す
る
た

め
の
法
律
を
国
が
公
布
し
た

こ
と
に
伴
い
、
本
町
の
関
係

条
例
を
整
備
す
る
た
め
に
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　
　

（
全
員
一
致
同
意
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た

に
改
選
す
る
も
の
。

　

福
島　

東
三
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
旧
停
）

　

林
田　

伸
一　
　

さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
松
の
本
）

　

花
田　

京
次　
　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
別
府
）

　

松
井　

由
紀
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
尾
崎
）

●
任
期

　

令
和
元
年
10
月
14
日
か
ら

　

令
和
５
年
10
月
13
日
ま
で

決
　
　
議

請
　
　
願

条
例
改
正

条
例
制
定

議案名 議員名
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駅南開発、町に意見書を提出しました
　

令
和
元
年
８
月
20
日
、
遠

賀
川
駅
南
開
発
事
業
特
別
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
駅
南
開

発
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理

事
業
の
町
施
工
費
の
拠
出
に

つ
い
て
、
町
長
総
括
質
疑
を

行
っ
た
後
、
出
席
委
員
に
よ

る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
討
論
は
、
駅
南
開
発

に
つ
い
て
、
今
後
土
地
区
画

整
理
事
業
が
組
合
施
工
で
行

わ
れ
る
場
合
に
、
水
路
や
道

路
、
上
下
水
道
な
ど
、
区
画

整
理
地
内
の
公
共
施
設
整
備

に
対
し
、
町
が
施
工
協
力
と

し
て
施
工
費
を
拠
出
す
る
こ

と
に
対
す
る
も
の
で
す
。

　

討
論
の
結
果
、
賛
成
多
数

（
賛
成
10
人
、
反
対
１
人
）

と
な
り
、
９
月
４
日
、
本
委

員
会
の
多
数
意
見
と
し
て
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
町
施

工
費
の
拠
出
に
つ
い
て
、
一

定
の
条
件
付
き
で
概
お
お
む
ね
承
諾

す
る
と
し
た
中
間
報
告
書
を

町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

討
論
に
お
け
る
各
委
員
の

主
な
意
見
を
左
記
に
記
載
し

ま
す
。

【
反
対
】

●
説
明
さ
れ
た
財
政
計
画
で

は
、
起
債
を
返
す
時
期
が
民

生
費
や
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
を
更
新
す
る
時
期
に
く
る

の
で
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。

【
賛
成
】

●
町
の
負
担
分
は
軟
弱
地
盤

対
策
に
費
用
が
か
か
る
た
め

で
あ
り
、
金
額
は
妥
当
だ
。

●
町
が
活
性
化
す
る
こ
と
は

住
民
も
賛
成
だ
と
思
う
。

●
こ
の
よ
う
な
開
発
が
な
け

れ
ば
人
口
が
増
え
る
要
素
が

な
い
。

●
こ
の
機
会
を
逃
せ
ば
今
後

駅
南
の
開
発
は
難
し
く
な
る
。

●
す
で
に
駅
の
南
北
を
結
ぶ

自
由
通
路
や
駅
南
の
道
路
も

開
発
済
み
で
多
く
の
経
費
が

か
か
っ
て
い
る
。

●
町
の
発
展
に
期
待
す
る
と

こ
ろ
が
大
き
く
、
あ
る
程
度

町
が
負
担
す
る
の
は
仕
方
が

な
い
。

●
駅
南
の
開
発
に
よ
り
住
宅

が
で
き
企
業
が
来
る
こ
と
で
、

住
民
税
や
法
人
税
等
の
税
収

が
増
え
る
。

　

な
お
、
承
諾
に
つ
い
て
は

次
の
条
件
を
付
し
た
上
で
す

る
も
の
と
し
て
提
言
し
ま
し

た
。

一
、
現
段
階
に
お
い
て
、
当

該
事
業
に
対
す
る
町
施
工
の

拠
出
に
つ
い
て
は
、
次
の
２

点
を
条
件
と
し
て
承
諾
す
る

こ
と
と
す
る
。

一
、
保
留
地
処
分
に
関
し
て

は
、
地
権
者
に
よ
る
組
合
施

工
と
い
う
点
を
十
分
に
踏
ま

え
、
次
の
と
お
り
組
合
に
求

め
る
こ
と
。

●
処
分
が
現
在
の
事
業
費
積

算
の
仮
定
額
よ
り
高
く
行
わ

れ
た
場
合
は
、
減
歩
率
を
固

定
の
ま
ま
と
し
、
余
剰
金
は

町
に
変
換
す
る
こ
と
。
逆
に
、

低
く
行
わ
れ
た
場
合
は
、
減

歩
率
を
上
げ
て
調
整
す
る
な

ど
の
地
権
者
努
力
を
す
る
こ

と
。

●
処
分
が
で
き
ず
売
れ
残
り

が
出
た
場
合
は
、
町
が
買
い

取
る
こ
と
な
く
組
合
で
責
任

を
も
っ
て
売
却
す
る
こ
と
。

一
、
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、

次
の
と
お
り
取
り
組
む
こ
と
。

●
町
施
工
費
の
拠
出
は
、
現

計
画
に
沿
っ
た
公
共
施
設
整

備
に
対
す
る
も
の
に
と
ど
め

る
こ
と
。

●
町
施
工
費
の
拠
出
は
現
計

画
の
14
億
円
か
ら
大
幅
に
増

額
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
事

業
経
費
の
削
減
に
努
め
る
こ

と
。

●
地
権
者
主
導
の
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
図
る
た
め
、
組

合
に
対
す
る
技
術
的
援
助
に

努
め
る
と
と
も
に
、
組
合
自

ら
の
自
助
努
力
を
求
め
る
交

渉
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
。

　

こ
の
意
見
書
に
つ
い
て
は

現
段
階
の
説
明
に
基
づ
き
判

断
し
た
も
の
で
、
今
後
、
町

か
ら
議
会
に
事
業
に
関
す
る

議
案
が
提
出
さ
れ
る
際
に
は
、

改
め
て
議
会
と
し
て
十
分
な

精
査
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

駅
南
開
発
事
業
は
本
町
に

と
っ
て
も
大
き
な
事
業
で
あ

り
、
今
後
も
特
別
委
員
会
に

お
い
て
十
分
に
注
視
し
て
い

き
ま
す
。

意見書を提出しました

仲
野

○

織
田

○

平
見

○

濵
田

○

仲
摩

○

田
代

○

浜
岡

欠

加
藤
（
委
員
長
）

二
村

○

萩
尾

○

舛
添

○

中
野

○

萩
本

▲

結果一覧表　（○：賛成　 ▲：反対 　欠：欠席）

委員名

賛　否

「区画整理地内の公共施設整備に対する町施行費の拠出について」採決
  ※ 遠賀町議会委員会条例第 15 条第２項の規定により、委員長は採決に加わらない

駅南開発、町に意見書を提出しました



※ 一般質問の議事録は、遠賀町ホームページ
  （http://www.town.onga.lg.jp/）で公開します。

82019.11.10 遠賀議会だより No.156

一 般 質 問議員が町に対して現行行政の見直しや新規政策を
提言する議員の重要な活動の一つです。

一般質問に関する記事は、
質問者自身で作成しています。 令 和 元 年 ９ 月 ９ 日

認
知
症
カ
フ
ェ
は
「
認
知
症
に
な
っ

て
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
第
１
歩
で
す

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受
講

生
な
の
で
、
認
知
症
の
方
に

対
す
る
基
本
的
な
心
構
え
や

対
応
の
基
本
は
学
ん
で
い
る

と
の
前
提
で
、
事
前
研
修
は

特
に
考
え
て
は
い
な
い
。

　

今
後
、
運
営
を
行
っ
て
い

く
中
で
、
研
修
等
を
行
う
必

要
性
が
あ
れ
ば
、
実
施
し
て

い
き
た
い
。

10
月
か
ら
認
知
症
カ

フ
ェ
が
開
設
さ
れ
る
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
研

修
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

基
本
は
、
認
知
症
サ

は
い
ろ
い
ろ
と
難
し
い
問
題

を
抱
え
て
い
る
方
も
お
ら
れ

る
。
中
途
半
端
な
か
か
わ
り

は
認
知
症
の
方
や
家
族
を
傷

つ
け
る
こ
と
に
も
な
る
。

　

カ
フ
ェ
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
は

カ
フ
ェ
を
支
え
る
最
も
重
大

な
要
素
で
、
事
前
研
修
は
ぜ

ひ
と
も
必
要
だ
。
ど
の
よ
う

認
知
症
の
方
の
中
に

認知症カフェでのボランティ
アスタッフの事前研修は

認知症サポーター養成講座の受講
生が基本なので特に考えていない

に
考
え
る
か
。

ま
ず
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
に
実
際
に
会
場

の
中
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、

研
修
の
希
望
が
あ
れ
ば
考
え

て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
ハ
ー
ド
ル
を
上

げ
る
わ
け
で
は
な
く
、
カ
フ

ェ
を
運
営
し
て
い
く
中
で
、

ハ
ン
ド
ル
は
少
し
ず
つ
修
正

は
し
て
い
き
た
い
。　

認
知
症
カ
フ
ェ
の
効

果
目
標
を
尋
ね
る
。

ま
ず
１
点
目
が
認
知

症
を
学
び
の
場
と
す
る
こ
と

で
、
正
し
い
知
識
を
学
ん
で

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
認
知

症
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
す
。

　

２
点
目
に
は
情
報
交
換
の

場
で
、
参
加
者
相
互
の
歓
談

に
よ
る
家
族
で
の
介
護
や
情

報
交
換
の
場
と
す
る
こ
と
。

　

３
点
目
は
家
族
支
援
の
場

で
、
介
護
に
関
す
る
悩
み
や

相
談
・
傾
聴
を
通
じ
て
、
家

族
の
介
護
負
担
の
軽
減
を
図

る
場
と
す
る
こ
と
だ
。

　

そ
し
て
将
来
的
に
は
多
世

代
交
流
の
場
と
す
る
こ
と
で
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に

限
定
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
年

齢
層
が
集
え
る
場
と
す
る
こ

と
も
考
え
て
い
る
。

今
回
の
カ
フ
ェ
は
、

本
町
に
お
い
て
は
初
め
て
の

カ
フ
ェ
で
、
拠
点
カ
フ
ェ
と

な
る
も
の
だ
。
将
来
的
に
は

こ
の
拠
点
カ
フ
ェ
か
ら
各
地

区
に
派は

生せ
い

し
、
た
く
さ
ん
の

地
区
に
カ
フ
ェ
が
誕
生
し
て

欲
し
い
し
、
誕
生
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
今
回
の
認
知
症
カ

フ
ェ
に
は
、
検
討
す
べ
き
余

地
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
認
知

症
の
方
の
把
握
や
ニ
ー
ズ
調

査
等
を
は
じ
め
と
し
て
、
次

年
度
に
向
け
て
の
準
備
を
今

か
ら
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

背
伸
び
す
る
こ
と
な

く
、
本
町
の
実
情
に
合
っ
た

形
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

町  

長

町  

長

町  

長
町  

長

議
員

議
員

議
員

議
員

認
知
症
カ
フ
ェ
の
効

果
目
標
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
の
研
修
は

はぎ もと         えつ   こ

萩本　悦子
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一 般 質 問 議員が町に対して現行行政の見直しや新規政策を
提言する議員の重要な活動の一つです。

一般質問に関する記事は、
質問者自身で作成しています。令 和 元 年 ９ 月 ９ 日

現行の給食費で児童生徒に
十分な給食が提供されるか

給食のレベルを保つには、給食費
の改定も必要である

現
在
の
給
食
費
は
平

成
26
年
４
月
に
値
上
げ
さ
れ

た
が
、
こ
の
間
食
材
の
値
上

が
り
や
給
食
摂
取
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
10
カ
ロ
リ
ー
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
10
月

か
ら
消
費
税
が
10
％
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
で
現
行
の

給
食
費
で
児
童
生
徒
に
十
分

な
給
食
が
提
供
さ
れ
る
の
か
、

教
育
長
の
見
解
を
聞
く
。

前
回
値
上
げ
し
て
か

ら
、
食
材
自
体
の
物
価
も
上

昇
し
て
お
り
、
安
心
安
全
で

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給

食
の
レ
ベ
ル
を
保
つ
に
は
、

給
食
費
の
改
定
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
現
在
、
学
校

給
食
運
営
委
員
会
で
検
討
し

て
い
る
。０

歳
か
ら
２
歳
の
保

育
料
は
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
み
無
償
で
あ
る
。
こ
の

年
齢
は
保
育
料
が
高
い
、
町

０
歳
か
ら
２
歳
の
保

育
料
は
、
引
き
続
き
国
の
基

準
よ
り
軽
減
し
た
保
育
料
を

継
続
し
て
い
く
。
更
な
る
軽

減
を
す
る
考
え
は
現
在
な
い
。

各
園
は
定
員
を
超
え

て
運
営
し
て
い
る
現
状
で
あ

る
。
保
育
士
の
確
保
が
で
き

ず
待
機
児
童
が
生
じ
て
い
な

い
か
。

安
心
安
全
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
給
食
を
提
供

０
歳
児
に
つ
い
て
は
、

利
用
定
員
に
必
要
な
保
育
士

の
確
保
が
で
き
な
い
た
め
待

機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
。

今
後
、
駅
南
の
開
発

が
進
め
ば
５
歳
以
下
の
児
童

が
１
６
９
人
増
加
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
保
育
園
の

増
設
も
必
要
と
な
る
が
、
保

育
士
の
確
保
も
今
よ
り
厳
し

く
な
る
。
北
九
州
市
が
保
育

士
確
保
の
た
め
、
家
賃
を
月

保
育
園
に
入
所
で
き

る
園
児
数
や
保
育
士
の
確
保

を
含
め
、
一
緒
に
今
後
し
っ

か
り
考
え
て
い
き
た
い
。

独
自
の
軽
減
措
置
を
行
う
べ

き
だ
。

最
大
５
万
円
補
助
す
る
制
度

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
本
町
も

考
慮
す
る
考
え
は
な
い
か
。

下
水
道
整
備
が
完
了

後
も
汲
み
取
り
が
必
要
な
世

帯
は
40
戸
と
推
測
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
し
尿
の
処
理
は

曲
水
苑
で
行
う
の
か
。
ま
た
、

他
の
方
法
を
考
え
て
お
ら
れ

る
の
か
。曲

水
苑
の
整
備
は
多

大
な
経
費
が
試
算
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
遠
賀
川
下
流
流
域

下
水
道
で
処
理
で
き
な
い
か

福
岡
県
に
働
き
か
け
、
県
で

は
可
能
か
ど
う
か
の
検
討
を

行
う
事
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
効
果
的
、

効
率
的
に
進
め
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
も

　

「
小
中
学
校
に
お
け
る
プ
ロ

　

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」
に
つ
い

　

て
質
問
し
ま
し
た
。

教
育
長

町  

長
町  

長

町  

長
町  

長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員 小

中
学
校
の
給
食
費

の
引
上
げ
は

待
機
児
童
は
発
生
し

て
い
る
か

し
尿
処
理
の
今
後
の

方
針
は

保
育
士
確
保
対
策
に

家
賃
補
助
を

２
歳
児
以
下
の
保
育

料
の
軽
減
を

 お    だ　       たか のり

織田　隆徳
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一 般 質 問議員が町に対して現行行政の見直しや新規政策を
提言する議員の重要な活動の一つです。

一般質問に関する記事は、
質問者自身で作成しています。 令 和 元 年 ９ 月 ９ 日

来
年
度
小
学
校
の
教
科
書
に
載
る

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
ス
マ
ホ
な
ど
で
本

文
の
説
明
を
映
像
で
見
る
も
の
）

家庭学習の充実を図るため
にＱＲコードを活用しては

子ども自らアクセスするとか、家
庭での復習などに使うのは賛成だ

文
科
省
は
公
立
の
小

中
学
校
に
通
う
子
ど
も
が
、

学
校
に
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
持
ち
込
む
こ
と

を
原
則
禁
止
の
指
針
を
出
し

て
い
た
が
、
学
校
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
や
児
童
生
徒
の

状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、

災
害
時
の
登
下
校
の
連
絡
手

段
と
し
て
有
効
と
判
断
し
、

ス
マ
ホ
な
ど
を
持
っ
て
の
登

下
校
を
可
と
し
た
。
令
和
２

年
度
か
ら
の
小
学
校
で
使
わ

れ
る
検
定
に
合
格
し
た
教
科

書
の
90
％
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が

つ
く
。
学
校
で
現
在
禁
止
さ

れ
て
い
る
ス
マ
ホ
の
活
用
を
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
見
直
し

て
は
ど
う
か
。

本
町
で
は
、
ス
マ
ホ

な
ど
の
学
校
へ
の
持
ち
込
み

は
原
則
禁
止
し
て
い
る
。
災

害
時
の
連
絡
手
段
が
確
保
さ

れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ

る
が
、
ス
マ
ホ
に
関
す
る
新

た
な
問
題
が
発
生
す
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
今
の
と
こ

ろ
見
直
す
考
え
は
な
い
。

家
庭
学
習
の
充
実
を

図
る
た
め
、
来
年
度
か
ら
教

科
書
に
つ
く
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
た
め
の
ス
マ
ホ
の

活
用
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

教
科
書
に
つ
く
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
等
を
用
い

て
子
ど
も
自
ら
ア
ク
セ
ス
す

る
と
か
、
家
庭
に
持
ち
帰
っ

て
復
習
と
か
調
べ
学
習
に
使

う
こ
と
は
賛
成
だ
。
た
だ
、

全
員
が
持
っ
て
い
な
い
現
状

で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
不
平

等
に
な
る
の
で
、
学
校
で
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
活
用
は
考
え

て
い
な
い
。

本
町
に
住
む
外
国
人

に
対
し
て
、
緊
急
災
害
時
の

対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

福
岡
県
が
６
カ
国
語

で
作
成
し
て
い
る
外
国
人
の

た
め
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
活
用
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

現
在
、
再
整
備
中
の
避
難
場

所
の
標
識
、
案
内
板
に
お
い

外
国
人
に
対
し
て
、

緊
急
避
難
時
の
対
策
を
や
さ

し
い
日
本
語
で
書
か
れ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
す
る
の

も
効
果
的
と
考
え
る
が
。

て
ピ
（
注
）
ク
ト
グ
ラ
ム
表
示
を
取

り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

本
町
の
特
性
は
水
に

関
す
る
部
分
が
一
番
災
害
が

起
き
や
す
い
。
そ
う
い
う
部

分
を
伝
え
る
こ
と
を
、
窓
口

な
ど
様
々
な
場
面
に
お
い
て
、

し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

本
町
の
中
高
年
の
引

き
こ
も
り
の
人
に
対
す
る
対

策
は
考
え
て
い
る
か
。

本
町
で
は
、
い
ろ
ん

な
年
齢
の
引
き
こ
も
り
者
や
、

そ
の
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
様

々
な
悩
み
が
あ
る
人
を
対
象

に
心
の
相
談
窓
口
事
業
と
し

て
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
個

別
相
談
が
受
け
ら
れ
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。

（
注
）
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

　
　
　

絵
文
字
・
図
表
な
ど
を
絵

　
　
　

で
表
し
た
も
の
。

教
育
長

教
育
長

町  

長
町  

長

町  

長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員 ス

マ
ホ
の
活
用
に
つ

い
て
尋
ね
る

外
国
人
住
民
の
増
加

に
伴
う
対
策
は

中
高
年
の
引
き
こ
も

り
に
つ
い
て
尋
ね
る

はぎ    お　          おさ       み

萩尾　修身
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一 般 質 問 議員が町に対して現行行政の見直しや新規政策を
提言する議員の重要な活動の一つです。

一般質問に関する記事は、
質問者自身で作成しています。令 和 元 年 ９ 月 ９ 日

学校歯科健診調査で本町の
小中学生の状況はどうか

小中学校とも口腔崩壊、虫歯が10
本以上ある児童生徒はいない

昨
年
の
学
校
歯
科
健

診
調
査
で
本
町
の
小
中
学
生

の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

要
受
診
児
童
生
徒
の
そ
の
後

の
状
況
を
尋
ね
る
。

平
成
30
年
度
の
歯
科

健
診
の
状
況
は
、
小
学
校
で

は
１
０
６
１
人
中
、
治
療
の

た
め
の
受
診
を
勧
め
た
児
童

は
４
５
１
人
、
42
・
５
％
、

そ
の
う
ち
、
受
診
の
確
認
が

で
き
た
児
童
は
１
３
４
人
で

29
・
７
％
で
あ
る
。

　

中
学
校
で
は
、
４
８
７
人

中
、
治
療
の
た
め
の
受
診
を

勧
め
た
生
徒
は
60
人
、
12
・

３
％
、
そ
の
う
ち
、
受
診
の

確
認
が
で
き
た
生
徒
は
29
人

で
48
・
３
％
で
あ
る
。
虫
歯

が
10
本
以
上
ま
た
、
未
処
理

歯
が
何
本
も
あ
る
状
態
の
児

童
生
徒
は
１
人
も
い
な
い
状

況
だ
。

未
受
診
者
に
は
文
書

で
治
療
を
勧
め
て
い
る
の
か
。

文
書
で
治
療
勧
告
書

を
子
ど
も
た
ち
に
１
人
１
人

国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
資
格
証
明
書
交
付
が
３

世
帯
あ
る
が
状
況
は
。

歯
科
健
診
後
に
配
布
さ
れ
る
「
歯
・

口
腔
の
健
康
診
断
結
果
の
お
知
ら
せ
」

国
民
健
康
保
険
法
第

９
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、

保
険
税
の
納
期
限
か
ら
１
年

が
経
過
す
る
ま
で
に
当
該
保

険
税
を
納
付
し
な
い
世
帯
主

に
対
し
、
被
保
険
者
証
ま
た

は
短
期
証
の
返
還
を
求
め
る

と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
１
年
以
上
滞

納
が
あ
っ
て
も
直
ち
に
被
保

険
者
証
の
返
還
を
求
め
て
い

な
い
。
特
別
の
事
情
に
係
る

届
出
書
の
提
出
や
、
原
爆
一

般
疾
病
医
療
費
の
支
給
等
に

係
る
届
出
書
を
求
め
、
な
お

特
別
な
事
情
等
が
な
い
場
合

で
も
、
弁
明
の
機
会
を
与
え

た
上
で
被
保
険
者
資
格
証
明

書
を
交
付
し
て
い
る
。　
　

　

３
世
帯
は
、
１
年
間
に
わ

た
り
保
険
税
の
納
付
が
な
く
、

資
格
証
明
書
交
付
後
も
催
告

書
の
送
付
、
電
話
で
の
催
告

を
継
続
し
、
必
要
に
応
じ
自

宅
へ
訪
問
す
る
な
ど
行
っ
て

お
り
、
そ
れ
で
も
納
税
相
談

に
応
じ
な
い
、
返
事
が
な
い
、

ま
た
は
分
割
納
付
の
誓
約
が

守
ら
れ
て
い
な
い
状
況
だ
。

国
民
健
康
保
険
法
に

は
、「
特
別
の
事
情
が
あ
る
と

き
は
、
被
保
険
者
証
を
交
付

す
る
」
と
あ
る
。「
世
帯
主
ま

た
は
そ
の
者
と
生
計
を
一い

つ

に

す
る
親
族
が
病
気
に
か
か
り
、

ま
た
は
負
傷
し
た
こ
と
」
に

該
当
す
る
場
合
、
交
付
す
る

の
か
。

特
別
な
事
情
に

当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

速
や
か
に
交
付
す
る
。

障
害
者
控
除
認
定
書

の
発
行
が
３
件
だ
。
周
知
は

ど
う
行
っ
て
い
る
の
か
。

認
知
症
ま
た
は
寝
た

き
り
の
障
害
高
齢
者
や
認
知

症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立

度
に
応
じ
て
、
受
け
ら
れ
る

旨
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
周

知
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

持
た
せ
て
い
る
。

教
育
長

教
育
長

町  

長

町  

長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

健
康
こ
ど
も
課
長

学
校
歯
科
健
診
調
査

小
中
学
生
の
状
況
は

国
民
健
康
保
険
資
格

証
明
書
３
世
帯
交
付

要
介
護
認
定
者
の
障

害
者
控
除
認
定
書
は

 た     しろ　      じゅん    じ

田代　順二



122019.11.10 遠賀議会だより No.156

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会

第 2 8 回

議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
遠
賀
町
議
会
事
務
局　

☎
０
９
３(

２
９
３)

１
２
３
５　

e-m
ail : gikaijim

ukyoku@
tow

n.onga.lg.jp

　

令
和
元
年
８
月
、
九
州
北

部
に
記
録
的
な
豪
雨
が
発
生

し
、
佐
賀
県
武
雄
市
で
市
街

地
の
４
割
が
冠
水
す
る
被
害

を
受
け
た
ほ
か
、
県
内
で
も

各
地
で
甚
大
な
被
害
が
で
ま

し
た
。
ま
た
、
９
月
に
は
台

風
の
影
響
に
よ
り
、
千
葉
県

で
送
電
網
が
破
壊
さ
れ
大
規

模
停
電
が
発
生
す
る
な
ど
、

全
国
的
に
見
て
も
例
年
に
な

い
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

決
算
特
別
委
員
会
の
中
で

も
避
難
所
や
備
蓄
品
の
改
善

に
関
す
る
意
見
が
あ
が
り
、

ま
た
本
町
も
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
取
り
組

み
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
全

町
的
な
災
害
に
あ
っ
た
場
合
、

公
助
に
よ
る
救
援
は
限
り
が

あ
り
、
自
主
的
な
避
難
の
判

断
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

災
害
は
も
は
や
特
別
な
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

念
頭
に
置
い
て
、
日
頃
か
ら

災
害
に
備
え
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

仲
摩　

靖
浩

 
 

遠
賀
議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

議
　
長

　
仲
野
　
新
三
郎

議
会
広
報

　
　
　
常
任
委
員
会

委
員
長

　

田
代
　
順
二

副
委
員
長

　
仲
摩
　
靖
浩

委
　
員

　
舛
添
　
博
孝

　
萩
尾
　
修
身

　
二
村
　
誠
司

　
平
見
　
光
司

次回の定例会は12月です
詳しい日程は、11 月下旬に遠賀町ホームページ
　　　　　　　　　　（http://www.town.onga.lg.jp/）でお知らせします。

お気軽
に傍聴

に

お越し
くださ

い。

本会議の様子は、以下の場所でライブ中継を行います。
遠賀町役場・遠賀町中央公民館・ふれあいの里センター・駅前サービスセンター

　

９
月
28
日
、
29
日
に
大
分

県
日
田
市
三み

隈く
ま

川
特
設
会
場

に
て
第
28
回
全
国
市
町
村
交

流
レ
ガ
ッ
タ
日
田
大
会
が
開

催
さ
れ
、
議
会
チ
ー
ム
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
本

町
代
表
チ
ー
ム
と
し
て
、
壮

年
男
子
の
部
に
「
福
岡
な
ん

で
ん
か
ん
で
ん
」
壮
年
女
子

の
部
に
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
・
Ｂ
Ｅ

Ｆ
Ｕ
福
岡
」
も
参
加
し
ま
し

た
。

　

北
部
九
州
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
す
る
日
田
市
の
顔
で
あ

る
美
し
い
山
々
と
、
自
然
が

い
っ
ぱ
い
の
三
隈
川
特
設
会

場
の
待
機
場
所
は
、
各
市
町

村
に
設
け
ら
れ
た
屋
形
船
で

し
た
。

　

当
日
の
天
候
は
晴
れ
で
波

は
静
か
で
し
た
が
、
残
暑
が

厳
し
く
、
少
し
不
安
で
し
た

が
、
無
事
に
各
チ
ー
ム
と
も

予
選
を
通
過
し
初
日
を
終
え

ま
し
た
。

　

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は

日
田
の
特
産
品
の
酒
や
焼
酎
、

と
り
天
や
、
や
き
そ
ば
、
と

り
飯
等
、
い
ろ
ん
な
料
理
が

振
る
ま
わ
れ
、
各
市
町
村
の

Ｐ
Ｒ
も
白
熱
し
、
本
町
も
壇

上
に
上
が
り
特
産
品
や
町
の

ア
ピ
ー
ル
を
行
い
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

翌
日
の
決
勝
で
は
各
チ
ー

ム
奮
闘
し
、
総
合
順
位
で
は

14
位
と
い
う
成
績
で
本
大
会

参
加
を
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
９
月
６
日
、
基

地
周
辺
対
策
特
別
委
員
会
が

開
か
れ
、
町
か
ら
航
空
自
衛

隊
芦
屋
基
地
滑
走
路
延
長
事

業
の
進
捗
と
、
航
空
自
衛
隊

芦
屋
基
地
周
辺
地
域
整
備
基

金
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　

飛
来
塩
分
調
査
結
果
は
、

Ⅰ
．
概
要

①
調
査
目
的
は
保
安
林
伐
採

前
と
伐
採
後
の
飛
来
塩
分
状

況
を
把
握
②
調
査
地
点
は
15

地
点
で
実
施
「
基
地
内
４
地

点
・
基
地
外
11
地
点
（
芦
屋

町
４
、
遠
賀
町
７
）」③
調
査

時
期
は
夏
季
（
平
成
30
年
９

月
）
冬
季
（
平
成
30
年
12
月
、

平
成
31
年
２
月
）
④
調
査
方

法
は
「
土
研
式
（
１
カ
月
）」

「
ガ
ー
ゼ
式
（
１
日
）」の
２

種
類
で
実
施
。

Ⅱ
．
調
査
結
果

①
飛
来
塩
分
調
査
（
土
研
式
）

は
、
各
地
点
で
９
月
に
塩
分

量
が
最
も
多
く
、
次
に
12
月
、

２
月
。
９
月
は
台
風
の
影
響

で
塩
分
量
が
最
も
多
い
。
海

岸
か
ら
の
距
離
が
長
く
な
る

ほ
ど
塩
分
量
は
減
少
す
る
傾

向
等
。

　

飛
来
塩
分
調
査
（
ガ
ー
ゼ

式
）
は
、
各
地
点
で
12
月
に

塩
分
量
が
最
も
多
い
。
12
月

は
平
均
風
速
が
最
も
大
き
い

た
め
、
塩
分
量
が
多
く
な
る

傾
向
。
海
岸
か
ら
の
距
離
が

長
く
な
る
ほ
ど
塩
分
量
は
減

少
す
る
傾
向
等
。

　

い
ず
れ
も
被
害
の
レ
ベ
ル

に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

Ⅲ
．
今
後
の
予
定

①
飛
来
塩
分
調
査
（
令
和
元

年
、
令
和
２
年
）
②
防
潮
柵

工
事
（
２
期
）・
伐
採
等
工
事

（
未
定
）
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

建設中の防潮柵

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

デッドヒートする代表クルー


